様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）
警　察　署　協　議　会　会　議　録
筑後警察署協議会
	
	開催年月日時
	　令和４年１０月２７日　午後４時３０分　から
　令和４年１０月２７日　午後５時３０分　まで
	

	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(開催場所,　　　　　　　)
	  筑後警察署３階大会議室
	

	
	 eq \o\ad(出席者,　　　　　　　)
	警察署協議会
	会長以下７名
	

	
	
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(警察署,　　　　　　　)
	署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課長、刑事課長、交通課長、警備課長、地域課長、大川警部交番所長、総務第二係長
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	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)

	【議題】
　被害者支援の取組状況について（総務第二係長）
　犯罪被害者支援制度について
　　　支援型自動販売機の設置状況について
　　署長から補足として、支援金の使用用途と賛助会員の説明があった。
【議題に対する質疑応答】
○　委員から「支援型自動販売機の設置については、大木町に設置が少ないようであるが、チラシなどで広報しているのか。」旨の質疑があり、総務第二係長が「当署独自のチラシも作成し、広報活動を実施している。」旨回答した。

〇　委員から「支援型自動販売機の設置は新規に自動販売機の設置が必要なのか。」旨の質疑があり、総務第二係長が「既存の自動販売機を支援型として契約変更していただくことも可能である。契約に関しては自動販売機の設置者と飲料メーカーとの契約が必要であるため、福岡犯罪被害者支援センターの仲介により実施している。」旨回答した。
【閉会】

以上で、第４回筑後警察署協議会を閉会する。


【開会】





【会長挨拶（要旨）】　


　〇　コロナが落ち着き、本協議会が開催できることを嬉しく思う。





　○　署長を始め、新たに筑後警察署に着任された方もいるので、今後とも皆さん


の指導の下、一緒によろしくお願いする。





【署長挨拶（要旨）】


〇　当協議会委員の皆様には、当署の各種活動に対し、日頃から御支援・御協力


を賜り、感謝を申し上げる。





〇　地域の実態や御要望など聞かせていただき、地域に密着した活動を推進して


いきたいので、忌憚のない御意見をお願いする。





【幹部紹介】（転入者）





【報告事項等】（署長）


　１　令和４年９月末現在の管内治安情勢


　　　刑法犯認知件数・検挙件数


　　　交通事故発生件数・交通死者数・高齢者事故数





　２　県警「三大重点目標」関連犯罪の検挙状況（県下及び管内）


　　　暴力団の壊滅


　　　・　暴力団構成員等の検挙人員等


　　　飲酒運転の撲滅


　　　・　飲酒運転の検挙人員等


　　　性犯罪の根絶


　　　・　性犯罪の認知件数等


　３　管内における主な事件、事故


　　　ニセ電話詐欺の被害状況


　　　・　発生状況等


　　　・　還付金詐欺の特徴、手口等


　　　交通死亡事故の発生状況





　４　年末年始特別警戒出陣式のご案内





　５　警察署活動トピックスの紹介





【報告事項に対する質疑応答】


　○　委員から「交通事故に関して、自治体としても発生抑止に向けた取組を検討


する必要があることから、警察から詳しい発生状況の情報提供をお願いした


い。」旨の意見があり、署長が「発生状況についてはホームページ上でも公開


しているので参考としていただきたい。」、交通課長が「個別であれば対応可


能と思われるので、個別に問合せいただきたい。」旨回答した。





　○　委員から「交通死亡事故に関しては、交番が作成した広報紙により知ること


ができた。高齢者に対する広報としては、もっとも有効であるので今後も積極


的な広報をお願いしたい。」旨の意見があり、署長が「広報紙については、今


後も分かりやすい内容の作成に心掛け、積極的に活用していきたい。」旨回答


した。





○　委員から「薬物犯罪については、筑後警察署管内でも増えてきているのか。」


旨の質疑があり、署長が「先日報道された田主丸町での大麻の栽培のように、


県内どこでも栽培可能であると思われる。使用については福岡市内の若者が集


う場所を中心に広がりをみせているようであるが、当署においても薬物犯罪の


予防と取締り対策を推進していく。」旨回答した。





　〇　委員から「安全運転管理者による始業前のアルコールチェックについて、国


から延期の連絡が来ているが、どのように対応すれば良いのか。」旨の質疑が


あり、交通課長が「国からの指示により、当分の間延期となっている。すでに


アルコール検知器を入手できている事業所については、飲酒運転防止の観点か


ら是非実施していただきたい。」旨回答した。





〇　委員から「アルコール検知器に性能の違いはあるのか。」旨の質疑があり、交通課長が「機器によって性能の違いはある模様である。使用回数の上限もあるようなので、その使用方法については各機器の説明書を確認いただきたい。」旨回答した。





　〇　委員から「国税局を語るような架空請求詐欺への対策はどのようにしている


か。」旨の質疑があり、署長が「特に高齢者を中心に迷惑メール等に対する注


意喚起など、被害予防に対する働き掛けを実施している。」旨回答した。











